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「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。
皆様からの寄付金、賛助会費、共同募金に
支えられています。

広　報

自治会に加入しよう！
自治会活動は

地域福祉の原動力！
自治会に関する問合せ

市自治会連合会事務局
電話・ＦＡＸ 042-753-3419

ホームページ hｔｔp://www.sagamihara-jichiren.jp/

今月のいいひと ９·10月今月のいいひと ９·10月

相模原市社協 クリック

インタビュー全文はホームページで

中瀬　勝利さん
（緑区鳥屋）

　「被災した方に楽しいひ
と時を届けたいと思い、被
災地に行き、妻、娘夫婦、
孫と一緒にどじょうすくい
などの演芸を披露してきま
した。仮設住宅には、引き
こもりがちな方もいらっ
しゃり、自分ができること
はわずかですが、何かした
いという思いを忘れずに
いたいと思います。」

森野　香子さん
（南区相模台）

　「ふれあいサービス協力
会員基礎研修会」（本紙３
ページ参照）を受講し、協
力会員として、また、給食
サービスの配食協力員とし
ても活動中。「多くの方と
の出会いがあり充実してい
ます。自分も将来このサー
ビスのお世話になるのかな
と、今できることを一生懸
命やっていきたいです。」

　市社協では、11月３日に「市民みんないいひとの日」として、
ボランティア活動やご寄付により地域福祉に貢献された皆さま
の表彰と感謝の集いとお楽しみコンサートを開催いたします。

　市社協では、11月３日に「市民みんないいひとの日」として、
ボランティア活動やご寄付により地域福祉に貢献された皆さま
の表彰と感謝の集いとお楽しみコンサートを開催いたします。

　精神に障害のある方の書いた詩を題材に市内の画家が絵を描き、詩と絵画を
セットにして展示するコラボレーション展のプレ企画として、11月３日（土）に
一部作品を展示します。（本展は下記のとおり）

　グリーンエーズ・ジャズ
オーケストラは、1999年に市
内在住のビックバンドジャズ
好きな方々で結成されたアマ
チュアジャズオーケストラで
す。市内を中心に活動してい
ます。

問合せ　総務係　電話 042-730-3888

問合せ
企画財政係

電話 042-730-3888

　古くから「おいしい水」として親しまれてきた緑区青野原の
天然水を商品化した『さがみの潤水』に市社協のマスコット
キャラクター「にこまる」のシールをつけて販売しています。
この『さがみの潤水』の売上げは、地域福祉の推進や水源環境
の保全などに活用させていただきます。ぜひ、あじさい会館
にお越しの際には、お買い求めください。

あじさい会館売店にて
『さがみの潤水』を販売しています！

◆販売価格 110円
◆あじさい会館 売店営業時間　平日午前11時～午後１時まで
　※上記時間以外は平日午前９時～午後５時まで、
　　あじさい会館２階総務課にて販売しています。

おいしい水だよ！

ブログ「にこまるの部屋」
更新中！

第４３回 相模原市社会福祉大会

市民みんないいひとの日市民みんないいひとの日

日 時：11月３日（祝・土）　午後１時30分～４時
場 所：あじさい会館 ホール　入場無料
 　　　　表彰と感謝のつどい　午後１時30分～
 　　　　社会福祉活動推進功労者等表彰式

 　　　　お楽しみコンサート　午後３時（予定）～
　　　　　　　　「～ジャズを楽しむひととき♪～」

詩と絵画のコラボレーション展  プレ企画展　
場所：あじさい会館ロビー

第１部

第２部

演奏曲（予定）

インザ・ムード、サテン・ドール、
枯葉、ロシアより愛をこめて

グリーンエーズ・ジャズ

　　　　　　　「 ジャズを楽しむひ

グリーンエーズ・
　ジャズオーケストラ
グリーンエーズ・
　ジャズオーケストラ

同日開催！

詩と絵画のコラボレーション展
日　時：11月８日（木）～ 12日（月）　午前10時～午後６時（入館は午後４時半まで）
場　所：市民ギャラリー（JR相模原駅ビルNOW４階）
入　場：無料　　　　　
主　催：詩と絵画のコラボレーション展実行委員会
問合せ：地域活動支援センター カミング　
　　　　電話 042-759-5117
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シリーズ 楽しく「『ふくし』でまちづくり」 福祉コミュニティ形成事業　 No.３

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成24年７月１日から８月31日までにご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、福
祉の向上に役立たせていただいています。「地域住民の参加と支えあ
いによる福祉のまちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの方の
ご協力をお待ちしております。  

今月の気になる本
発達障害かもしれない大人たち
林寧哲／著　PHP研究所

　高機能自閉症、アスペルガー障害、学習障害、コミュニケーション
障害といった発達障害のある人は意外と多く、「なんとなく生きづ
らい」人達への理解と対応について紹介しています。

地区社協の一層の連携を求めて！
相模原市地区社会福祉協議会連絡協議会が発足

　このたび、市内の地区社会福祉協議会（以下「地
区社協」）の連絡組織として「相模原市地区社会福
祉協議会連絡協議会（以下「連絡協議会」）」が設立
され、8月29日（水）に設立総会そして関係者を招
いての設立祝賀会が開催されました。
　連絡協議会初代会長の石井元二さん（橋本地区社
協会長）は「市内22の地区社協はこれまでもそれ
ぞれの地区の課題に応じて、見守り活動や交流拠
点の運営、福祉講座や子ども向けのボランティア講座、福祉だよりの発行など、地域の支
えあい活動や啓発活動に取り組んできました。今回、連絡協議会を設立したのは、そう
いった活動についての情報や課題を地区同士で共有し、また学び合うなど、相互に連携を
深める必要があると考えたからです。」とその抱負を語ります。そして現在、地域では
高齢者や障害者だけでなく子育て中の母親などで社会的に孤立する方たちの存在が増加
していること、さらには東日本大震災をきっかけに「地域におけるつながりの大切さ」が
クローズアップされたことも背景にあるようです。
　今後、地区社協の一層の連携と連絡協議会の活躍が期待されます。
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〔個　人〕
●社会福祉のために

●高齢者福祉のために

●障害者福祉のために

●交通遺児のために
●少年院図書代のために
〔企業・団体〕
●社会福祉のために

●交通遺児のために
〔個　人〕
●雑貨
●福祉用具
●食品
●未使用はがき
〔企業・団体〕
●鮎
●杖

小　山
橋　本
大野南
大野中

大野南
相模湖
橋　本

橋　本
大野北

中　央
小　山
津久井
橋　本
　〃
大　沢
津久井
　〃
大野北
大野中
中　央
　〃
田　名
横　山
市　外
　〃
星が丘

田　名

城　山

市　外
　〃

（敬称略・順不同）

地区名名前・名称寄
付
金

佐藤　榮一
持田　　勉
曽我　　稔
森　　郁代
匿名３件
竹内美代子
石川　久次
柳楽　　宏
匿名１件
持田美恵子
河本　德一

あじさい会館募金箱
Lacheln（ラッヒェルン）
独楽寿司津久井店募金箱
独楽寿司相模原店募金箱
公益財団法人相模原市勤労者福祉サービスセンター
横北友の会（さがみはら北の丘センター売店内）
むぐら会(茶道）代表角田律子
（福）青芳会　常務理事　星野芳博
㈱河本総合防災
㈱村内ファニチャーアクセス
神奈川土建相模原支部
JA相模原市組合員ゴルフ大会
懐メロ友の会
横北友の会（グリーンプール売店内）
全国大陶器市振興組合
戸大建設工業㈱
千代田四丁目自治会一組親睦会
匿名３件
田名地区交通安全母の会

匿名２名
武内　武雄
匿名２名
匿名１名

グローブライド㈱
（特非）福祉サークル・ブルーの会

定価 1,200円
+税

平成23年３月17日から平成24年８月31日までに以下の金額を受け付けしました。 
1. 全額を「被災者への義援金」とする募金　  61件　  2,285,678円
2. 半額ずつを「被災者への義援金」と、「被災者を支援するボランティア・
　　NPO団体の活動支援費」とする募金　 　　 109件　15,534,180円
　  ⑴義援金として　 　　　　　　　　  7,767,090円
　  ⑵ボランティア・NPO団体の活動支援費として　   7,767,090円
＊募金は中央共同募金会を通じて配分されます。配分状況については、中央共同募金会 
  ホームページをご覧ください。 
　東日本大震災により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　今後も継続的な支援をどうぞよろしくお願いいたします。

東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金東日本大震災被災地支援募金受付中

　お住まいの地域でボランティア活動をしてみたい、隣近所のお年寄りのことが
気にかかる、でも一人ではどうしていいのか分からない、みんなで活動できる場面
ってないかな～そんな方におすすめです！

内　　　容 「地区ボランティアグループ」に参加してみませんか
 高齢者との交流、施設での話し相手、障害児の通学支援、花壇の 
 手入れ等々地域で活躍するグループの様々な活動をご紹介
 いざという時に役立つ 災害時 豆知識の実演・紹介

日時・会場 橋本・大沢・小山地区にお住まいの方
 11月７日（水）　午後１時30分～４時　サンエールさがみはら
 清新・横山・中央・星が丘地区にお住まいの方
 11月29日（木）　午後１時30分～４時　あじさい会館
 光が丘・大野北・田名・上溝地区にお住まいの方
 12月７日（金）　午後１時30分～４時　あじさい会館
申　込　み お電話で10月31日（水）までにボランティアセンターへ
 電話 042-786-6181

　”ぬくもり”あふれるまちづくりに向けた地域住民の交流の場
　庭にはいつも綺麗な花が植えてあり、日当たりも

良い場所。橋本商店街を抜けたところにたたずむ、

ふれあいの家橋本「ぬくもり」。

　橋本地区では、年々都市化が進み、昔のような近

所つき合いや地域のつながりが少なくなっています。

橋本地区社協ではそうした課題解決の一助になれば

と、橋本駅近くの一軒家を借り受け、橋本地区社会福祉協議会活動センター

ふれあいの家橋本「ぬくもり」を開所しています。

　「ぬくもり」では、庭を利用し、花植えをしながらおしゃべりを楽しむ「園芸教室」や

「親子の園芸教室」、健康増進・予防の学びを体験す

る「健康増進整体・マッサージ教室」、高齢者向けのサ

ロンや、親子向けの子育てサロンの開催など様々な住

民同士の出会いを作る交流活動をしています。

　子育てサロンは「ぬくもり子育てサロン」として、

昔ながらの庭で外遊びもできるサロンです。料理教

室なども開催していて、地域の先輩お母さんが新人お母さんに料理を教えたり、子

どもと一緒に遊んだり世代間交流の場ともなっています。

　また気軽に福祉相談ができるよう「よろず相談」も毎週木曜日に実施しています。

最初は玄関先で「何だろう、何をやってるのかな？」と覗き込む方が多くいました

が、２年続けるうちに、近所の方も各種交流事業へボランティアとして参加するよ

うになり、少しずつ地域に根付いてきました。最近では、お茶飲みに来るような雰

囲気で来れるようにと、「ぬくもり喫茶」を開いています。この喫茶では、橋本男性

ボランティアグループ「やってみよう会」の方々が美味しいコーヒーを入れてくれ

ます。

　橋本地区社会福祉協議会では、ふれあいの家橋本「ぬくもり」を通じて、“ぬくも

り”あふれるまちづくりを目指していきます。

（大人から子どもまで会話が弾む園芸教室）

（大人数で作ると楽しい！おいしい！料理教室）

　このシリーズは、各地区で取り組まれている「福祉コミュニティ形成事業」を紹介
します。今回は、橋本地区社協の取組にスポットをあてました。

賛助会員募集にご協力いただき
ありがとうございました

　皆様からお寄せいただきました賛助会費は地区社協への支援やボランティア
の育成等に活用させていただきます。
　ご支援をいただきました各地区の自治会連合会、民生委員児童委員協議会、
地区社協の皆様、誠にありがとうございました。募集結果は、今後、本紙、
ホームページ等でご報告します。
問合せ　総務係　電話 042-730-3888

＊事前に電話で予約をしてください。（定員になり次第、予約を終了します。）
＊相談は一人1回とさせていただきます。

午後１時20分～４時

（相談時間は一人40分間です）

10月25日（木）

11月22日（木）

相談日時（予約制）

場　　　　所　あじさい会館5階　福祉研修室
対　　　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

申込み・問合せ　あんしんセンター係　電話 042-756-5034

無料

　ふれあいサービスは、高齢や障害などにより家事援助（買物、調理、掃除など）や通院の付添い
などを「必要とする方」（利用会員：利用料450円/30分）と「支援する方」（協力会員：謝礼400円/
30分）が会員方式で実施する有料の家事援助・介助サービスです。
　協力会員としてご登録いただくための基礎研修会を開催しますので、ご参加ください。

ふれあいサービス協力会員 基礎研修会開催

日　時　10月23日（火）・24日（水）　午前９時30分～午後４時
会　場　南保健福祉センター４階　センター会議室
内　容　ふれあいサービスの概要、認知症高齢者の理解、車いす介助法、
　　　　コミュニケーション技術等についての講義・実習
対　象　市内在住の20歳以上で２日間の研修を受けられる方
申込み　南ふれあいサービスセンター　電話 042-765-7065

弁護士による権利擁護相談
～人権や財産等の権利擁護に関する個別相談～

ご近所ボランティアのすすめ
～普段の暮らしも災害時でも地域に仲間がいるって心強い～

地域支えあい活動推進セミナー

法
律
相
談

　相模原市からホームタウ
ンチームの認定を受けてい
るアメリカンフットボール
チーム、「ノジマ相模原ラ
イズ」は市社協が取り組む
「ご近所おむすびサポー
ター」を応援しています。
選手も「ご近所おむすびサ
ポーター」として、地域の
支え合いに協力しています！

　市社協では、住み慣れた地域やご近所でお互いに支えあう関係を強めていくことを目的に、お世話焼きや助けあいに取り組む方を
「ご近所おむすびサポーター」と呼び、支えあいの気持ちを広めていく活動に取り組んでいます。

◎ご近所おむすびセット　配布はじまる！
　市社協では、「ご近所おむすびサポーター」を広めていく活動の一環として、「ご近所おむすびサポーター」の目指す取り組みに
賛同いただける方にメッセージカードと市社協マスコットキャラクター “にこまる”の缶バッチがセットになった「ご近所おむすびセット」の
配布を始めました。セットをご希望される方は、市社協までお問い合わせください。　　　　問合せ　総務課　電話 042-730-3888

　ご近所のために「～してあげたよ」、
「～ならできるかも」といった「ご近所お
むすびサポーター」としての取り組みや
ご近所に対する温かい気持ちをメッセー
ジカードに記入いただくものです。カー
ドはあじさい会館ロビーや市社協ホーム
ページで随時紹介をしていきます。

協力会員基礎研修会

あいサ ビス協力会員 基礎研修会
～協力会員を募集！～～協力会員を募集！～

保健と福祉のライブラリー（図書室）
 電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階
※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません。
※ホームページで、保健･福祉･医療分野の本を紹介しています。

問合せ

ご近所おむすびサポーター 　　　　　
～支えあうまちのキーパーソン～

　バッチを身につけることは、
「ご近所おむすびサポーター」の
取り組みにご賛同頂いている目
印。街の中でバッチをつけた人
を見かけたら、その人は「ご近
所おむすびサポーター」です。

ご近所おむすび
サポーター

メッセージカード にこまる缶バッチ

　これからはお弁当をお
届けしているお宅の近く
を通った際には、「雨戸が
開いているか」、「電気が
ついているか」と様子を
見てあげたいと思います。

（配食サービス協力員）

　台風で電車が止まって
しまった時はあわてまし
た。ご近所の方が子供を
預かってくれ、あの時ほ
どありがたく感じたこと
はありませんでした。私
もできることはお手伝い
したいと思います。

（子育て中のお母さん）

　近所の方が「おすそわ
け」とおかずを持ってき
ていただいたり、雨が降
ると雨戸を閉めてくれた
り…。いつも気にして頂
いて感謝しています。
（日中独居で生活されている　
　　　　　　　　 ご高齢の方）

メッセージ続
！々

メッセージ続 ！々！

ご近所
おむす

びサポ
ーター

メッセ
ージ

地域の
支え合

いって
、やっ

ぱりい
いね！

社会福
祉法人

 相模原
市社会

福祉協
議会　

アメリ
カンフ

ットボ
ールチ

ーム　
ノジマ

相模原
ライズ

は

ご近所
おむす

びサポ
ーター

を応援
してい

ます。

マスコ
ットキ

ャラク
ター

にこま
る

ご近所おむすびサポ
ーター

メッセージ

地域の支え合いって、
やっぱりいいね！

社会福祉法人 相模原市社会福
祉協議会　

アメリカンフットボー
ルチーム　

ご近所おむすびサポー
ターを応援しています

。

マスコットキャラク
ター

にこまる

ご近所おむすびサポーター
メッセージ

地域の支え合いって、やっぱりいいね！

社会福祉法人 相模原市社会福祉協議会　

アメリカンフットボールチーム　ノジマ相模原ライズは

ご近所おむすびサポーターを応援しています。

マスコットキャラクター
にこまる

アメリカンフットボールチーム
ノジマ相模原ライズも応援！
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問

問

問

問

問

視覚に障害のある人の
音声情報機器体験講座

9月29日（土）30日（日）
午前10時～午後4時
市総合学習センター　2階 小会議室
パソコンがしゃべります！テープレコー
ダーに代わる「プレクストーク」、無料
音声ソフト「NVDA」、タブレット端末・
ⅰpad・スマートフォンなどの体験、
便利な使い方の紹介等。様々な情報を
入手して世界を広げよう！
白岩康平氏（横浜市立盲学校教諭）
目の不自由な方とその家族を含む10名
無料
市総合学習センター
042-756-3443　FAX 042-758-8146☎

申
☎

日時

申込み

問 問合せ TEL

場所

￥ 金額
対象？内容

ボランティア活動を始めたいと思っている方のために

開催日
午後1時30分～ 3時30分

午後1時30分～ 3時30分

①10月１日（月）

②10月18日（木）

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センター
　　ボランティア活動室

ボランティアとしての
基礎知識と実際の活動
紹介、車いす体験

時　間 場　所 内　容

ボランティアセミナー

講師

第24回 ほのぼの100人運動会

9月23日（日）
午前10時～午後2時30分
市立桂北小学校　体育館
（駐車場：相模ダム管理事務所駐車場）
障害を持った人たちを中心に、地域の
人との交流を深める運動会です。どな
たでも参加できます。たくさんの方の
参加をお待ちしています。体育館履き
をお持ちになり、動きやすい服装でご
参加ください。
100円（当日徴収）
不要、直接会場へ
緑第一障害者地域活動支援センター
042-684-3581 調停委員による無料相談会

10月14日（日）　午前10時～午後３時
ソレイユさがみ
（シティ・プラザはしもと内）
借金問題、交通事故、離婚などの相談
を簡易裁判所、家庭裁判所の調停委員
(弁護士を含む)がお受けします。事前
予約不要（当日受付順）、相談は1名
20分程度。混雑時はお待ちいただく
場合もあります。
横浜家庭裁判所相模原支部　庶務課
042-755-8661☎

コンサート「虹のかけ橋」

10月27日（土）
午後1時～４時（開場 午後０時30分）
あじさい会館　ホール
健常者と障害者が「音を奏で楽しむ」と
いう同じ立場に立ち参加者で作り上げ
るコンサート。市内の福祉施設に通う
障害者やボランティアの方たちとコー
ラスやハンドベル、オカリナ等で「音
でつなぐ出会い」を楽しみませんか？
無料
不要、直接会場へ
コンサート「虹のかけ橋」実行委員会
042-756-1980　担当：平川☎

常勤・非常勤職員募集
ケアプラザさがみはら

資格

給与

6月にオープンしたきれいな施設です。
ユニット型特養とショートステイを運
営しています。託児室あり。働くお母
さんを応援します。
正 看 護 師　月給 280,000円～　
　　　　　　パート時給 1,600円～
准 看 護 師　月給 250,000円～　
　　　　　　パート時給 1,400円～
介護福祉士　月給 202,000円～
　　　　　　（夜勤手当４回含）
介 護 職 員　月給192,000円～
　　　　　　（夜勤手当４回含）
　　　　　　パート時給 
　　　　　　850円～1,000円
介護職員は経験不問・資格取得者優遇
緑区大島295
勤務時間等詳細はお問い合わせください。
042-713-3818　担当：田中☎

赤い羽根共同募金運動が
はじまります

★社会福祉協議会関係施設の休館日
　あじさい会館 10月22日（月）、あじさい会館 南分室10月７日（日）

￥☎
☎

①ボランティアセンター　　　 042-786-6181　　　　無料
②南ボランティアセンター　　 042-765-7085

申

￥
申

申

￥
申

問
☎

子育て支援者フォーラム・交流会

10月30日（火）　午後１時15分～４時
市青少年学習センター　ホール
子育てに関るグループ・個人の交流を
深める集いです。講演「地域の子育て
支援者のネットワークの発展に向け
て」講師　鈴木敏彦 氏（和泉短期大学
教授）、事例発表、交流会　他
保育あり（定員６名・1人300円）
FAX 042-746-5998または電子メー
ル info@miraikko-sagami.orgで
氏名、電話番号、フォーラム参加希望
と明記し10月10日（水）まで 
みらい子育てネットさがみはら連絡協議会
090-3816-1946　担当：塩野

申

問
☎

いつまでも健康で楽しい生活を！
-生活習慣病の正しい知識-
糖尿病週間行事　市民講座

11月10日（土）　
午後２時～４時（開場１時）
南メディカルセンター
（南区相模大野4-4-1）
医師・メディカルスタッフによる生活
習慣病や糖尿病に関する講演。糖尿病
関連グッズや健康食品・健康機器の展
示もあります。
無料
不要、直接会場へ
北里大学病院内科専門外来2
042-778-8424 

申

☎

☎

担当

NHKみんなの手話 元講師
井崎 哲也 氏講演会

10月13日（土）　午前10時～正午
市民会館３階 第1大会議室
「見る事の大切さ」ワークショップ方式
手話通訳・要約筆記あり。
無料
（特非）相模原市難聴者協会・土の会
茅（かや）
　042-751-7545

￥

￥

　共同募金は、民間社会福祉施設の整備や市民の皆さんの福祉活動を応援する
ために行われる募金で、災害時には災害ボランティアセンターの運営などにも
役立てられます。地域の自治会や学校・企業を通じ、またボランティア団体など
が街頭で募集を行います。あたたかいご協力をお願いいたします。

　参加した生徒は、福祉・国際交流・環境保護・教育など約50のプログラム
から、興味のあるものを選んで、福祉施設・NPOなどの各団体でボランティア
に参加。体験後の８月28日には全員で振返りを行い、お互いの体験を共有し、
学びを深めました。

夏休みに 中・高校生65名が体験

ボランティア チャレンジスクール

10月1日～12月31日

はねっと募金のつかいみちはコチラ→

（特非）COCONET（カラー・コミュニケーション・ネットワーク）
神奈川支部のカラーセラピーフェスティバルに参加した
　川口さん、佐藤さん、澤藤さん（上溝南中学校３年生）

　「ワークショップの手伝いは初めてで、参加者
の親御さんや子どもたちに説明をすることが難し
かったです。子どもたちが自由に色を選んで紙に
描いている姿は、小さい頃の自分を見ているみた
いでした。」

（特非）COCONET神奈川支部
　　　　　　　　　　　　　　　　代 表　小林祥子さん

　「COCONET(ココネット)は、親子で参加できるセラピー等を開催し、色
彩のもつ癒しやストレス軽減の効果を生かして、子育てを支援しています。
生徒さんたちは、最初は緊張していた様子でしたが、初めて会う方にも積極
的に、親切に言葉がけするなど、心をこめて対応されていたことが印象的で
した。」

FAX

☎

フェスタすずらん2012

10月27日（土）　午前10時～午後３時
（社福）すずらんの会　グリーンハウス
南区麻溝台7-1-7
イベント、模擬店、バザー（入場無料）
すずらんの会　
042-711-9101

問

発達障がいについて
一緒に学んでみませんか

11月5日（月）　午前10時～正午
市教育会館　小会議室1、2
正しい理解を持つことができれば、発
達障がいの人たちを地域でサポートで
きるはずです。
千谷史子 氏
（特非）ワンダートンネル所長・臨床心理士
1,000円
FAXまたは電子メール
supporters-sagamihara@auone.jp
さがみはら発達障がいサポーターズ　
　042-768-0495　担当：斎藤☎

講師

申
￥

￥

FAX

常勤・非常勤職員募集
あさみぞホーム

☎

看護師・准看護師
月給 250,000円～
（試用期間中は時給 1,330円～1,440円）
非常勤 時給 1,330円～1,440円
詳細はお問い合わせください。
南区下溝2305
042-778-1811　担当：田代

資格
給与

40円）
円

ココネット

ココネット

「好きな色を使ってね」子どもに
声をかける生徒さん

思いきり外遊びを楽しむ
子どもたち

　私たち「母ちゃんず」は、緑区太井にある幼児園「つちのこ
くらぶ」の保護者有志の集まりです。福島の原発事故により
放射線下で暮らす親子を無料で招待して保養キャンプを開催
しています。
　福島の各地では安全宣言が出され、学校の野外活動の制限
もなくなってきています。しかし放射線量は相模原市の実に
10～ 20倍、場所によってはそれ以上です。多くの親達は苦
痛を自らの中に閉じ込めながら、子どもの健康を祈るような気持ちで子育てしています。同
じ親として、福島の子ども達を共に育てたい。そんな気持ちで活動しています。
　冬期キャンプは12月22日～ 27日、市立ふじの体験の森やませみにて行います。支援金
やボランティアを募集しています。
代表　竹内　亜紀　090-3214-2086　ブログ http://tutinokokarchanz.blog.fc2.com/

福島の子ども達を共に育てたい　「母ちゃんず」
　    続けよう！東日本大震災復興支援シリーズ




